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介護ロボットのニーズ・シーズ連携協調協議会の目的開発企業や介護現場等が協議し、介

護現場のニーズを反映したロボット開発の提案内容を取りまとめるため、「介護ロボットの

ニーズ・シーズ連携協調協議会」を全国に 12か所設置した。今年度は、製品化に繋がる開

発提案の作成や試作機等を作成することを目指した。 

１. 実施体制

ニーズ・シーズ連携協調協議会（以下、協議会という）は、協議会ごとに企業での開発等

に結びつけられるように開発提案を行った。各協議会は、協議会委員長を代表者に据え、介

護施設等において解決すべき課題（ニーズ）を知る「ニーズ委員」と要素技術及び周辺技術

（シーズ）を知る「シーズ委員」から成る。加えて各協議会には、地域性を考慮しながら専

門的な知見からアドバイスを行う「プロジェクトコーディネーター」（以下、PCという）が

配置され、提案から開発までを牽引していった。 

また、全協議会に対して俯瞰的な立場から助言支援等を行う「ニーズ・シーズ連携協調協

議会推進委員会」（以下、推進委員会という）を設置した。 

図 1 実施体制図 
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(１) プロジェクトコーディネーター一覧

（敬称略） 

協議会 ニーズ/シーズ 氏 名 所  属 

北海道 ニーズ 宮永 敬市 北九州市 地域リハビリテーション推進課 

北海道 シーズ 鈴木 光久 社会福祉法人名古屋市総合リハビリテーション

事業団名古屋市総合リハビリテーションセンタ

ー企画研究局企画研究部（ロボット等開発・普

及） 

岩手 ニーズ 青田 俊枝 社会福祉法人青森県社会福祉協議会福祉人材課 

岩手 シーズ 米田 郁夫 - 

宮城 ニーズ 時本 ゆかり 大阪人間科学大学 人間科学部社会福祉学科 

宮城 シーズ 平田 泰久 東北大学大学院工学研究科 

群馬 ニーズ 加島 守 高齢者生活福祉研究所 

群馬 シーズ 琴坂 信哉 埼玉大学 大学院 理工学研究科人間支援・生産

科学部門 

東京 ニーズ 湯本 晶代 千葉大学大学院看護学研究科 

東京 シーズ 高橋 芳弘 千葉工業大学工学部機械工学科 

石川 ニーズ 中林 美奈子 富山大学学術研究部医学系（地域看護学講座） 

石川 シーズ 渡辺 崇史 日本福祉大学健康科学部福祉工学科 

愛知 ニーズ 山田 太一 社会福祉法人愛美会 特別養護老人ホーム樋谷

荘 

愛知 シーズ 三枝 亮 神奈川工科大学創造工学部ロボット・メカトロ

ニクス学科

大阪 ニーズ 古川 和稔 東洋大学ライフデザイン学部生活支援学科 

大阪 シーズ 廣冨 哲也 島根大学学術研究院理工学系 

島根 ニーズ 川上 理子 高知県立大学看護学部 

島根 シーズ 中川 昭夫 大阪人間科学大学保健医療学部作業療法学科 

四国 ニーズ 福元 正伸 兵庫県立福祉のまちづくり研究所 

四国 シーズ 相良 二朗 神戸芸術工科大学芸術工学部プロダクト・イン

テリアデザイン学科

佐賀 ニーズ 長尾 哲男 - 

佐賀 シーズ 坊岡 正之 特定非営利活動法人 結人の紬 

鹿児島 ニーズ 河添 竜志郎 株式会社くますま 

鹿児島 シーズ 中後 大輔 関西学院大学理工学部人間システム工学科 
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(２) 推進委員一覧

（委員長を除いて五十音順・敬称略） 

氏 名 所  属 

◎ 諏訪 基 国立障害者リハビリテーションセンター研究所 顧問 

井堀 幹夫 東京大学 高齢社会総合研究機構 

岡田 雷太 株式会社エヌアールイーサービス  

NRE新川崎弥生テラス施設長 夕佳ゆめみがさき施設長 

小野 栄一 国立障害者リハビリテーションセンター研究所 所長 

木村 哲之 全国老人福祉施設協議会 副会長 

久留 善武 シルバーサービス振興会 事務局長

五島 清国 テクノエイド協会 企画部 部長

近藤 和泉 国立長寿医療研究センター  

健康長寿支援ロボットセンター センター長 

中村 春基 日本作業療法士協会 会長 

本田 幸夫 東京大学大学院工学系研究科 

人工物工学研究センター 特任研究員 

◎：委員長

２. 実施内容

(１) 介護ロボットのニーズ・シーズ連携協調協議会

協議会の選定はウェブ公募形式で行い、全国、北海道、東北、関東・信越、東北・北陸、

近畿、中国、四国、九州・沖縄のエリアから 12 協議会を選出した。選定にあたっては、

外部有識者による選定委員会が設けられ、提出された応募申請書について、実施体制、プ

ロトタイプの具体性、技術的な根拠、プロセスの妥当性、予算の具体性、過去の活動実績

等の観点から総合的に評価を行った。応募件数は 20件であった。 

表１ ニーズ・シーズ連携協調協議会の選定について 

公募期間 令和 2年 6月 2日-6月 16日正午 

選定する協議会数 12協議会 

・ 北海道 １協議会 

・ 東北 2協議会 

・ 関東・信越 2協議会 

・ 東海・北陸 2協議会 

・ 近畿 1協議会 

・ 中国 １協議会 
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・ 四国      １協議会 

・ 九州・沖縄   2協議会 

応募方法 応募申請書を作成の上事務局に提出 

評価方法 選定委員会にて審査し、採択の可否を決定 

応募件数 20件 

 

上記プロセスを経て選定された協議会は、介護ロボットの開発提案を行うため、①ニー

ズ調査、②課題分析、テーマ選定、③プロトタイプ製作、④プロトタイプの評価・シミュ

レーションを行い、⑤提案提出を行った。 

 

① ニーズ調査：介護施設や介護者、高齢者等へヒアリングやアンケートを通してニー

ズ調査を実施した。 

② 課題分析、テーマ選定：①のニーズ調査に基づき、開発するロボットの対象者、利

用場面、課題を整理し、課題を解決した時にあるべき姿を把握した。 

③ プロトタイプ製作：課題解決のためのロボットに向けて要素技術を検討した。プロ

トタイプ製作においては、介護ロボットの活用に向けたオペレーション上の取組

や工夫を合わせて検討した。 

④ プロトタイプの評価・シミュレーション：製作したプロトタイプの効果を検証する

ため、評価・シミュレーションを実施した。 

⑤ 提案：上記①-④を踏まえ、当初設定した課題に対するプロトタイプ及びそれを活

用した介護現場での運用システムを提案した。 

 

開発の方向性と進捗を議論するために年に４回程度「協議会」を開催し適宜 PCからの

助言も受けた。また、ニーズやシーズごとの個別検討事項の意見交換の場として「ワーキ

ンググループ」も実施した。各協議会の開発の進捗状況は、年３回開催された推進委員会

で報告され、推進委員からの助言も受けた。 

 各協議会の検討内容は以下のとおり。 
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表２ 各協議会の開発テーマと利用場面一覧 

協議会名 支援分野 1 開発テーマ 

北海道協議会 介護業務支援 これからの記録が変わるロボット 

岩手県協議会 コミュニケーション 外出しにくい環境、対面活動ができない状況にあ

っても、人との繋がりを実現し参加を促進する遠

隔通いの場ロボット 『Kadaru-Be』 

宮城県協議会 排泄支援 その人に合った排泄支援の実現に繋げる排泄セ

ンサー～人として接する尊厳のある介護へ～ 

群馬県協議会 介護業務支援 多言語 Mixed Reality技術を用いた外国人介護職

員技術指導システム 

東京都協議会 排泄支援 在宅生活での介護負担軽減と健康管理のための

支援ロボット 

石川県協議会 見守り おいとくだけの見守り・声かけロボット 

愛知県協議会 移乗支援 

 

転倒防止機能を備えた歩行車歩行自立のための

支援ロボット 

大阪府協議会 排泄支援 トイレ動作時の移乗・移動と下衣着脱介助を解決

するための支援介護ロボット 

島根県協議会 排泄支援 排泄時におけるズボン/下着を上げ下げするため

の支援ロボット 

四国協議会 介護業務支援 送迎介護をささえる見守り通信システム 

佐賀県協議会 排泄支援 ストーマ容量及び漏れの早期通知による当事者

及び介護者への支援ロボット 

鹿児島県協議会 見守り、介護業

務支援 

センシングとビデオ通話を利活用した在宅高齢

者の自立支援と介護業務支援 

 

(２) プロジェクトコーディネーターの配置 

上記 12協議会では、協議会ごとに介護現場の真のニーズを汲み取って開発シーズとつ

ながるよう調査や開発の進捗に応じて、助言、進捗報告書へのコメントを行う PCを配置

した。PCは協議会ごとにニーズ側、シーズ側から各１名選定され、合計 24名の専門家が

協議会運営を支援した。選出された PCのリストは、２．実施体制（１）で示した通りで

ある。ニーズ側の PCは、社会福祉法人や大学で社会福祉、作業療法学等を専門とする人

材を配置し、利用者や介護者など現場のニーズの具体化及び実際に機器を導入していく

                                                       
1 利用場面については、厚生労働省 老健局 高齢者支援課、経済産業省 製造産業局 産

業機械課「ロボット技術の介護利用における重点分野」（平成 29 年 10 月改定）に基づき

カテゴリ分けを行った。（最終閲覧日：2021 年 2 月 5 日）
https://www.meti.go.jp/press/2017/10/20171012001/20171012001-1.pdf 
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際のオペレーション上の観点から助言を行った。またシーズ側の PCは、工学の中でもロ

ボティクスと運動機能の関係の専門家、福祉工学の専門家で構成され、実証実験、シミュ

レーション結果を踏まえた機器の改善等について助言を行った。 

 

(３) 推進委員会 

協議会から取組進捗報告に対して、専門的立場からの助言支援等を行った。年３回開

催した。推進委員会の開催実績は以下のとおり。 

 

〇第１回推進委員会 

開催日時 令和２年 8月 17日（月）10：30-13：00 

形式 ウェブ会議 

出席者 [出席者] 

▪ 推進委員 

▪ 各協議会委員長 

▪ プロジェクトコーディネーター 

[オブザーバー] 

▪ 厚生労働省 

▪ 相談窓口担当者 

議事 (1) 開会の挨拶  

(2) 推進委員紹介  

(3) 介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム構築事

業 リビングラボの紹介  

(4) 協議会事業計画発表及び質疑 

(5) 推進委員長総括 

(6) 閉会 

委員長総括コメント ▪ 各協議会の方々には製品化をかなり意識していただく必要が

ある。一方で提案内容は似ているものや、個別機器だけでは解

決しえないものなど、範囲の広い提案となっている。各協議会

の方々が、この領域においてどのような貢献ができるかを考

えていただき、バリエーションのある取り組みをプラットフ

ォーム事業でまとめていくので連携をお願いしたい。 

▪ ３年目に入ったニーズ側の委員、シーズ側の委員、双方向のコ

ミュニケーションが進んでいることが分かった。加えて PCの

先生方の役割も重要であり、今年もいろいろとご活躍いただ

きたいと期待している。 

▪ 昨年度までは、本田委員にまとめていただきながら PC連絡会
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議を開催し横のつながりができていた。今年度についても PC

の横のネットワーク強化のために何らかの取組ができないか

問題提起したい。 

▪ 事務局で取り上げることが出来れば、PC の先生方も昨年にも

増して横の連携を取りながら、活動を行うことができ、そうい

った活動が介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォー

ムのネットワークの一つの基盤となるのではないだろうか。 

 

〇第２回推進委員会 

開催日時 令和２年 11月 19日（木）10：30-13：00 

形式 ウェブ会議 

出席者 [出席者] 

▪ 推進委員 

▪ 各協議会委員長 

▪ プロジェクトコーディネーター 

[オブザーバー] 

▪ 厚生労働省 

▪ 相談窓口担当者 

議事 (1) 開会の挨拶  

(2) 協議会 進捗報告及び質疑 

(3) 推進委員長総括 

(4) 厚生労働省コメント 

(5) 全国 PC意見交換会開催報告 

(6) 閉会 

委員長総括コメント ▪ いずれの協議会もコロナ禍という困難の中で、苦労があると

思う。その中でもできるだけよい成果を生むべく取組を進め

ていただきたい。 

▪ 介護ロボットプラットフォーム事業において、本協議会は、2

つの面で貢献できると考える。１つは、プラットフォームを運

用していく上でのノウハウ、考え方、あるいは経験を相談窓口

やリビングラボに提供すること。２つ目は、各協議会がプロジ

ェクトを進めていくときに、協力をしてもらうこともできる。 

▪ ニーズの定義は極めて広いことからも、既存の介護制度、シス

テムの中でどのようにして開発した技術を活かすかというよ

うなことについても、十分に検討いただきたい。 

▪ また、介護施設で介護サービスを提供するという意味でのオ
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ペレーションにおいて、どのようにしたら開発した機器がス

ムーズに現場に入るのかについても検討いただきたい。 

▪ ある機器をいれることで、効果があると分かっていても今の

オペレーションの中では必ずしも整合性が合わない場合に、

どのようにオペレーションを変えていこうかといた点も含め

て議論ができる場としてきたい。 

 

〇第３回推進委員会 

開催日時 令和３年 1月 19日（木）10：30-13：00 

形式 ウェブ会議 

出席者 [出席者] 

▪ 推進委員 

▪ 各協議会委員長 

▪ プロジェクトコーディネーター 

[オブザーバー] 

▪ 厚生労働省 

▪ 相談窓口担当者 

議事 (1) 開会の挨拶  

(2) 協議会 進捗報告及び質疑 

(3) 推進委員長総括 

(4) 厚生労働省コメント 

(5) 全国 PC意見交換会開催報告 

(6) 閉会 

委員長総括コメント ▪ 本事業は、製品化につながる開発提案の策定、試作機の作製、

が成果として期待されている。 

▪ その中で、企業が商品化を目指して、参加企業として試作して

みるプロジェクトもあり、また、企業に介護現場のニーズを伝

えることによって、既存の情報技術や汎用機器の開発の中に

介護現場のニーズに適合する機能を加えてもらえるように提

案する戦略がうまくいきそうなプロジェクトもあった。人材

養成システムなど、企業ではなく公的機関の後押しが必要と

なるようなプロジェクトもあった。 

▪ 様々な提案を拝見し、提案する機器や手法、方式について、介

護現場の有効性をしっかり発信することの重要性が一層クロ

ーズアップされてきている印象を持った。 

▪ 介護技術ロボットについては、支援技術というハード面の進
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化と、介護技術の高度化というソフト面の進化が相互作用し

ながら進歩してきている。 

▪ プラットフォーム事業では、リビングラボを活用した開発が

進められていることからも、支援機器の進化と、それから、看

護技術の高度化の相互作用が加速されることを期待する。 

▪ ニーズ・シーズ連携協議会の事業は、そういった相互作用の経

験を踏んだ事業であり、必ず個々協議会の取り組みが介護ロ

ボット開発の在り方の基盤となるものと考えております。 

 

(４) 全国 PC意見交換会 

PC は、協議会が円滑に運営できるように支援することを目的に設置されており、これ

までも協議会活動を牽引し事業成果の向上に大きく貢献してきた。これまでの活動を踏

まえて昨年度開催されていた「プロジェクトコーディネーター連絡会議」では、PC のネ

ットワーク化の重要性について共通認識が得られていた。 

一方で、今年度については、PC の横のつながりを維持するための仕組みが事業の中に

組み込まれておらず、その点について、上記第１回推進委員会にて、諏訪推進委員長より

課題感が示さると同時に、PC のネットワークが介護ロボットの開発・実証・普及のプラ

ットフォーム事業の基盤となりうるだろうとの期待が示された。それを受け、事務局であ

る NTTデータ経営研究所は、諏訪推進委員長及び昨年度の PC連絡会議を牽引されていた

本田委員の協力の下、PC のネットワークの維持、拡大のための意見交換の場として「全

国 PC意見交換会」を立ち上げた。 

今年度は２回開催し、全国 PC意見交換会で議論された内容は、推進委員会で報告共有

された。 

 

 〇第１回全国 PC意見交換会 

開催日時 令和２年 10月 27日（火） 13：00－15：00 

形式 ウェブ会議 

出席者 ▪ プロジェクトコーディネーター 

▪ 推進委員 

▪ 厚生労働省 

▪ 事務局（NTTデータ経営研究所） 

議事 ・ 開会 

・ 意見交換 

- 今年度の介護ロボット事業概について 

- 持続的な PCネットワークの在り方 

- PCの知見共有、ネットワーク維持・拡大に向けた具体的な方

 
9



 

10 
 

策 

- その他 

▪ 閉会 

意見交換の 

主な内容 

▪ PC の知見共有、ネットワーク維持・拡大の在り方 

[介護現場の知見共有] 

 介護ロボットの活用を考えるなら、現場のニーズを踏まえな

がらも、既存の仕事のやり方を変えることを見据えた議論が

重要（デジタル化、効率化、新たな手法の活用等）。  

 PCの持つ知見は過去にも報告書としてまとめているので、リ

ビングラボなどとも共有することで知見の蓄積につながるの

ではないか。 

[実証の在り方] 

 実証に至っていないものが多いので、実証を強化すべき。 

 実証だけでなく、実装できるような仕組みも必要ではないか。 

 コロナ渦では実証を行うことが極めて難しい施設も多い。施

設では利用者の感染リスクへの不安が大きいので、個別に相

談することになるだろう。 

[コロナ渦における施設の課題] 

 要介護度、認知症の度合いが上がる可能性あるのではないか。 

 身体機能の低下がみられた。 

 全ての「集まる場」が機能していない。今後フレイルが増え

るのではないかと懸念。 

 

▪ PC ネットワークの活用 

[PCの役割と相談窓口の連携] 

 相談窓口では、専門的相談への対応には課題を感じている。 

 誰に何を相談できるのかが可視化されることがよいだろう。 

 リビングラボや相談窓口でシーズ側のコネクションがないと

いう場合は、PC ネットワークの活用は有効。 

 PC の先生方は、専門が細分化しているため、ネットワークを

活用して相互に分野間を補っていくことがプラットフォーム

全体のボトムアップを図ることにつながる。 

[専門家人材の拡充] 

 特許や実証の評価指標、標準化などに関する専門家が入って

くるとよいのではないか。 
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▪ 合意事項 

 NTT データ経営研究所が事務局となり、令和 3 年度以降も PC

意見交換会を継続していく。 

 Chatworkを活用した PC間のコミュニケーションを再開する。 

 介護ロボットプラットフォーム事業「相談窓口」と PCとの連

携を図る。連携にあたっては、事務局である NTT データ経営

研究所が支援する。 

 「相談窓口」へ専門的な相談があった場合の対応、相談内容を

公開可能な範囲で PCネットワークで共有する。 

 PC プロフィールを Kintone へ掲載し、相談窓口が専門的な相

談をできる仕組みを構築する。 

 

〇第２回全国 PC意見交換会 

開催日時 令和２年 12月 17日（火） 10：00-12：00 

形式 ウェブ会議 

出席者 ▪ プロジェクトコーディネーター 

▪ 推進委員 

▪ 厚生労働省 

▪ 事務局（NTTデータ経営研究所） 

議事 ・ 開会  

・ 報告：前回合意事項に関連するこれまでの動き、取組事例等  

- PCと相談窓口の連携事例 

- PCからの実証フィールド検索依頼への対応事例 

- Chatworkの再開 

- Kintoneへのプロフィール掲載 

・ 意見交換 

- 介護現場のニーズをいかにして企業に伝えていくべきか 

- 来年度以降の PCネットワークの維持拡大（特に拡大） 

- 本日のまとめ 

・ 閉会  

意見交換の 

主な議論の内容 

▪ 介護現場のニーズをいかにして企業に伝えていくべきか 

[ニーズの可視化] 

 介護ロボットを利用することで「成功例」、「失敗例」を整理

し、ロボットが普及しない阻害要因を体系化する必要がある。 

[企業側の課題] 

 企業側はニーズを聞き出すために現場に出ることも必要。 
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[ニーズとシーズの間の橋渡し人材] 

 PC や相談窓口のようにニーズとシーズの間に入って現場のニ

ーズを翻訳する人材が必要。 

 

▪ 来年度以降の PC ネットワークの維持拡大（特に拡大） 

[教育、人材育成機能] 

 介護福祉士の養成課程においても介護ロボットを活用した先

行事例を紹介する積極的な教育が必要。 

 カリキュラム作成での協力が可能か。 

[PCネットワークの拡大] 

 シーズ側、ニーズ側でそれぞれマネジメント視点を持つ方が

入るとよいか。 

 規制、制度などの専門家が入るとよいのではないか。 

[報告書のデータベース] 

 過去に出ている報告書のデータベース化と分析が必要。 

 協議会で見てきたニーズは貴重なデータ。シーズ側が使える

ように加工するニーズの再編成をしてはどうか。 
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(５) 全国 PC意見交換会後の主な取り組み 

全国 PC意見交換会の議論を受け、以下の項目を実施。 

 

① PCと相談窓口の連携 

相談窓口ではニーズ・シーズ双方でより具体的かつ専門的な相談があった場合の対

応に課題があったことから、PCで対応できる場合には対応した。 

  [具体事例] 

対応窓口 富山県相談窓口 

相談者 総合商社 

相談内容 新規事業創出を検討している企業より介護現場のニーズに関する

相談あり。介護、医療現場における排泄、おむつに関する一連の業

務内容と関連する課題についての照会希望。 

対応 富山県相談窓口より、事務局に相談があったため、宮永敬一 PC（北

九州市地域リハビリテーション推進課）をご紹介し、意見交換の場

を設定した。 

 

② PCのプロフィールを Kintoneへ掲載 

▪ 相談窓口ではニーズ・シーズ双方でより具体的かつ専門的な相談があった場合の

対応に課題があったことから、事務局より紹介を行うため、PC のプロフィールを

Kintone上で公開した。 

▪ 相談窓口担当者が、PC の専門性を把握し、専門的な相談があった場合には事務局

から PCを紹介できる仕組みとした。具体的には上記「①PCと相談窓口の連携」の

とおり、富山県の相談窓口に対して PC1名を紹介した。同紹介事例は、「介護ロボ

ットの開発・実証・普及のプラットフォーム構築業務等一式事業報告書」本編にも

記載した。 

▪ Kintone上には、PCの①お写真、②お名前、③ご所属、④お役職、⑤専門を掲載し

た。 

 

③ Chatworkを通じた議論の場を設定 

▪ PCが、ウェブ上で意見交換、情報共有の場として、Chatworkを設定。 

▪ 相談窓口からの相談依頼内容の共有、論文やイベント情報の掲載を可とした。 

▪ また、意見交換会で議論に出た主要テーマごとにチャットスペースを展開。 

- ニーズ調査・分析 

- 介護ロボット普及の阻害要因 

- ネットワークの拡大 

- 教育・カリキュラム・人材育成 
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④ PCからの実証フィールド検索依頼への対応 

▪ PC 意見交換会において、実証できる施設を見つけることが難しいとの課題感が示

されたことを受け、介護ロボットプラットフォーム事業の持つ全国 200 以上の実

証フィールドを紹介することとなった。 

▪ ご紹介にあたっては、「実証フィールドご利用申込書」に、実証目的、内容、対象、

期間等必要項目を記入いただき、事務局に連絡いただく。 

▪ コロナ渦のため、今年度については紹介実績はなし。 

 

図２ 実証フィールドご利用申込書 
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３. ニーズ・シーズ連携協調協議会による最終提案 

(１) ニーズ・シーズ連携協調協議会の最終提案一覧 

 

協議会名 北海道協議会 岩手県協議会 

提案タイトル これからの記録が変わるロボット 遠隔通いの場ロボット 『Kadaru-Be』 

解決すべき 
課題 

■対象者 
介護老人保健施設など入所型サービスのスタッフ（介護士） 
■利用場面 
・ 介護業務支援 
・ 場所：施設フロア内での入所者様の日中、夜間の記録業務 
■具体的な課題 
・ 介護記録を入業務時間内に終わらせることができない。 
・ 必要な情報を介護記録として記載できていない。 

■対象者 
・ 地理的要因、感染症要因等から集まり活動が困難な在宅高齢者 
・ 地域包括支援センター職員、体操指導士等 
■利用場面 
・ 見守り・コミュニケーション 
・ 在宅での集団活動開催支援 
■具体的な課題 
・ 遠隔地在住の高齢者、コロナ感染症拡大に伴い対面活動を自粛している高齢者等

が人とのつながりを持つことができず、フレイル、認知症リスクが高まってい
る。 

プロトタイプ 
概要 

■プロトタイプ機能 
介護記録を音声で入力。音声入力された情報がテキストマイニングされる。音声記録
の内容をナビゲーションテンプレート機能で補正し、記録の質を向上させる。 
■ロボット導入による効果 
・ 限られた時間内で記録ができ介護士の負担軽減 
・ 介護記録内容の向上 

■プロトタイプ機能 
・ TVとリモコンを活用したテレビ会議システムで「遠隔通いの場」を設置 
・ 開催時間に高齢者自身で入室でき、複数人で会話が可能 
■ロボット導入による効果 
・ 高齢者の孤立予防、社会参加機会の提供による健康維持。 
・ 地域包括支援センター職員等にとっては、通いの場の継続、新規通いの場設立促

進。通いの場送迎や会場設置の経費の削減。 

プロトタイプ 
イメージ 

 
 

 

介護現場での
運用提案 

介護事業所、介護施設のステーション内などにおいて、音声入力場所を確保すること
で介護記録を行うことができる。科学的介護情報システム（LIFE）と連携させ、通所・
週所を問わず活用できる。 

・ 案① TV 会議システムを搭載した TV（付属機器設置不要）による『遠隔通いの
場』 

・ 案② スマートフォン簡易接続 TVによる『遠隔通いの場』 
・ 運用にあたっては、機器利用体験会、操作練習会を開催するなど高齢者の ICT機

器受け入れ対応が必要。また、「遠隔通いの場」ファシリテータ、サポーター養
成研修、コンテンツメニューの開発なども必要。 
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協議会名 宮城県協議会 群馬県協議会 

提案タイトル その人に合った排泄支援の実現に繋げる排泄センサー 多言語 Mixed Reality 技術を用いた外国人介護職員技術指導システム 

解決すべき 
課題 

■対象者 
・ 排泄支援に携わる方 
・ おむつ・パッドを使用している方。特に排泄パターンのアセスメントが必要な

方、褥瘡等皮膚疾患がある方、皮膚トラブルのリスクが高い方。 
■利用場面 
・ 排泄支援 
・ 場所：施設・病院、在宅でも利用可（要 Wi-Fi環境） 
■具体的な課題 
・ 正確に排泄パターンを把握できず、適切な排泄支援につながらない。 
・ 介護現場で排泄パターンのデータが蓄積されていない。 

■対象者 
介護施設等で働く外国人介護職員 
 
■利用場面 
・ 介護業務支援 
・ 新人研修、定期研修 
■具体的な課題 
・ 外国人の介護人材は、現場での介護技術取得期間が日本人の約 2倍かかる。 
・ 言語コミュニケーション中心の指導では、「動作指導」はできても、「思考のプロ

セス」までは説明困難な状況。言語能力に依存しない体験・直感型技術指導が必
要。 

プロトタイプ 
概要 

■プロトタイプ機能 
専用の排泄センサーをおむつに装着することで、排泄があったタイミングで専用 Wi-
Fi送信器が尿量を把握し、おむつ交換のタイミングを通知する。排尿日誌で記録し、
尿のタイミング、尿量等を記録する。尿量の計測誤差は±10％。 
■ロボット導入による効果 
・ 利用者：トイレでの自律排泄誘導。適時のおむつ交換。皮膚疾患の予防。 
・ ケアスタッフ：正確な排泄パターンを把握でき、排泄記録時間が短縮。 

■プロトタイプ機能 
・ MR（複合現実）ゴーグルを装着し施設内外を巡回すると、「危険場面」や「改善

を要する場面」で MRを通してポイントが動画で提示される。 
・ MR システムの説明動画にコメント機能が追加されており、分かりやすく伝える

機能を強化されている 
■ロボット導入による効果 
・ 外国人介護職員の介護技術の向上 
・ 介護施設における身体介護関連介護事故の減少 

プロトタイプ 
イメージ 

 
 

 
介護現場での
運用提案 

・ 施設入所時とモニタリング時に排泄パターンのアセスメントに使用する。特に入
所直後の信頼関係構築前でも排泄アセスメントが可能。 

・ アセスメントにより、皮膚トラブルのリスクが高い方や褥瘡などの皮膚疾患ある
方には、センサーを使って排泄を感知した際に適時交換を排泄パターンから、時
間帯においてまとまった排尿がある場合は時間帯で声掛け誘導を排泄パターン
から、溢流性尿失禁が分かれば時間当たりの排尿量を割り出し、時間帯における
適切なパッドの選定を行い、その人に合った排泄支援の提案をしていく。 

・ 新しい外国人介護職員が施設勤務を始める際の教育教材として運用する。 
・ はじめに、Eye tracker（視線分析装置）を装着し、食堂や個室、廊下、浴室な

ど施設内外を巡回。Eye trackerの結果をもとに、個人の行動特性を明らかにし、
MRゴーグルを装着し、再度施設内外を巡回、各ポイントを通過する時に MRを通
して「危険場面」や「改善を要する場面」に関する内容が動画で提示される。 

・ MR システムのコンテンツは、施設利用者の特性や事故・ヒヤリハット事例の結
果を踏まえ、適時改良を行う。 
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協議会名 東京都協議会 石川県協議会 

提案タイトル 在宅生活での介護負担軽減と健康管理のための支援ロボット おいとくだけの見守り・声かけロボット 

解決すべき 
課題 

■対象者 
・ フレイルの可能性のある独居高齢者と介護者（家族、支援者含む） 
・ 要介護状態の在宅高齢者を介護する介護者 
■利用場面 
・ 見守り・コミュニケーション 
・ 場所：居宅内トイレ 
■具体的な課題 
・ 高齢者のトイレ入室、排泄状況把握難しく、転倒事故の可能性がある。 
・ 同居家族が、排泄リズムを把握できず、失禁をしてしまう。 
・ 介護施設から在宅介護となった場合に、高齢者の在宅の生活状況を把握しづら

い。 

■対象者 
介護職員 

 
■利用場面 
・ 見守り・コミュニケーション 
・ 場所：介護施設のデイルーム、トイレ、居室 
■具体的な課題 
・ デイルームでは、食事前に傾眠している方等に対して継続した声掛けが必要。 
・ 排泄中に途中で立ってしまう方に、便器への着座を促す声掛けが何度か必要。 
・ 大声で叫ぶなどの不穏な状態の利用者の居室への複数回巡回が必要。 

プロトタイプ 
概要 

■プロトタイプ機能 
・ 自宅のトイレにセンサーを接続することで、高齢者のトイレ利用状況、排泄情

報を家族、介護者にスマートフォンを通して通知。 
・ 長時間のトイレ着座した状態で、緊急アラートが鳴り、トイレ利用状況から安

否確認が出来る。 
・ 排尿（便）の頻度、量、性状のデータを収集、自動記録化ができる。 
■ロボット導入による効果 
・ 排泄及び排泄行動様式を把握できフレイル状態の悪化の予兆を把握 
・ 自宅での転倒予防。緊急時の早期対応。 

■プロトタイプ機能 
デイルーム、トレイ、居室で、落ち着きがない高齢者に対して声掛けをし、見守りがで
きるコミュニケーションロボット。 
■ロボット導入による効果 
・ デイルームでは、傾眠傾向の方、不穏な状況の方に、口の体操の声掛けをすること

で、食事を待ってもらうことができる。 
・ トイレでは座っているように声をかけすることで、安心して便器に着座できる。 
・ 居室では介護職員が巡回するまで落ち着いて待つことができる 

プロトタイプ 
イメージ 

  

介護現場で
の運用提案 

・ 家族や支援者、在宅介護事業者に対して、居宅のトイレへの設置を提案。 
・ トイレに設置する自動センシングにより在宅高齢者の排泄状況や見守りが可

能。 
・ 本機器を運用する上では、インターネット回線や宅内 Wi-Fi ネットワーク環境

の整備が必要。在宅高齢者の介護者への通報や緊急時の駆け付けが必要となる
ケースがあり、地域包括ケアネットワークや駆けつけシステムへの連携が必要。 

・ 介護現場への導入にあたっては、ロボットの購入もしくはレンタルを検討。エンジ
ニアによる保守点検等のアフターサービスを組み込んだサービスを提案する。 

・ 運用にあたっては、トイレ等での使用があることからも衛生管理に配慮する必要
がある。 

・ 今後の課題は、ロボットの価格設定。 
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協議会名 愛知県協議会 大阪府協議会 

提案タイトル 転倒防止機能を備えた歩行車歩行自立のための支援ロボット トイレ動作時の移乗・移動と下衣着脱介助を解決するための支援介護ロボット 

解決すべき 
課題 

■対象者 
歩行車歩行でトイレに行くことに見守りや軽介助が必要な入院患者や施設入所者 
■利用場面 
・ 移乗支援（屋内） 
・ 場所：病院、施設など 
■具体的な課題 
・ 歩行車歩行に見守りや軽介助が必要なことから、利用者の自己価値が低下。 
・ 介護者が他の生活動作の自立支援の時間を十分に確保できていない。 

■対象者 
介護現場の介護スタッフ・自宅の家族 

■利用場面 
・ 排泄支援（動作支援） 
・ 場所：施設や自宅の屋内 
■具体的な課題 
・ トレイ介助中の移乗・移動と下衣着脱の介護不安が大きい。 
・ 特に、要介護 3-4レベルの立位保持困難な方のトイレ介助で、立位保持しながら

下衣着脱は難しく転倒リスクもある。 
・ 在宅におけるトイレ介助は狭小スペースのため介助量が多い。 

プロトタイプ 
概要 

■プロトタイプ機能 
・ 身体の前傾や突進様の動きとなった時、制動を加え、安定させる。 
・ 側方にバランスを崩した時に制動を加え転倒を防ぐ。後方への加速に制動をか

け、後方への転倒を防ぐ。 
・ 準備の際に歩行車が自動走行で使用者の前に近づく。 
・ 歩行車の使用状況（使用時刻やバランスを崩した回数等）を記録できる。 
■ロボット導入による効果 
・ 歩行車歩行が不安定な時に制動がかかり安定することで、見守りや軽介助が必要

な方が自立する。 

■プロトタイプ機能 
・ ベッドからトイレへの移動を電動で行い、ズボンの上げ下ろし時の立位保持を支

援。 
・ 離殿アシスト機能により、立ち上がり動作時の介助量軽減でき、かつ下肢の機能

維持と向上を図ることができる。 
■ロボット導入による効果 
・ トイレ動作介助時に介護者が一人で実施でき負担が軽減される。 
・ 要介護者の機能維持の貢献ならびに移乗動作時のケガを防ぐことが可能。 
・ 狭いスペースでもズボンの上げ下ろしが可能に。 

プロトタイプ 
イメージ 

 

 

介護現場での
運用提案 

・ 病院、施設等で歩行車歩行に見守りや軽介助が必要な被介護者がいた場合に機器
を使用。導入当初は見守りで行い、動作の安全性を目視とモニタリング機能で確
認する。安全が確認されたら機器を用いて動作を自立する。 

・ 運用にあたっては、歩行車の導入と共に位置を特定するための BLE ビーコンを
設置すること、自動走行のためのラインを床につけること、トイレの位置を知ら
せるための RFIDタグを設置することが必要となる。 
 

・ 本ロボットを施設に導入する際は、施設の床にライントレースを配置することが
必要。部屋からトイレまでの導線確認と障害物の確認が必要となる。 

・ 胸郭システムの免荷体重制限などモックアップ段階のため、今後データ収集が必
要。 
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協議会名 島根県協議会 四国協議会 

提案タイトル 排泄時におけるズボン/下着を上げ下げするための支援ロボット 送迎介護をささえる見守り通信システム 

解決すべき 
課題 

■対象者 
排泄（トイレ、ポータブルトイレ）時に介護が必要な被介護者と介護者 

■利用場面 
・ 排泄支援（動作支援） 
・ 場所：自宅のトイレ 
■具体的な課題 
・ 排泄時の被介護者のズボン/下着を上げ下げするときの身体的、心理的負担 
・ 被介護者は自立排泄をしたいと思っている 

■対象者 
送迎担当者及び通所サービス事業所管理者 

■利用場面 
・ 介護業務支援 
・ 場所：送迎車内 
■具体的な課題 
・ 自宅まで一人送迎の際、車両内に残され利用者の車内状況が把握できない。 
・ 運転中の不穏行動やバイタルサインの変動に対する対応ができない。 

プロトタイプ 
概要 

■プロトタイプ機能 
・ 在宅介護者が排泄介護を行う際に、ズボンの上げ下げの一部支援を行うロボッ

ト。 
・ クリップを用いて、ズボンと下着を把持する。把持した状態で、下衣を伸長する

ことで皮膚とズボンの摩擦を軽減し下衣着脱ができる。 
■ロボット導入による効果 

介護者、被介護者の排泄動作の負担軽減 
・ 利用者によっては排泄動作の自立（再獲得）を目指すことも可能 

■プロトタイプ機能 
・ ビデオ通話機能を用いて、運転者が車内状況を把握し、状況に応じて事業所と結

ぶ通信システム。車内からの発信方法は、画面タップかスマートスピーカー。後
部座席は人感センサーを活用して運転席への移動を検知。 

・ 非接触型バイタルセンサーにより利用者の病状変化を検知 
■ロボット導入による効果 
・ 一人送迎の間、事業所と連携で切れ目のない対応が可能 
・ センサーにより運転に集中できる環境 

プロトタイプ 
イメージ 

 

 

介護現場での
運用提案 

・ 介護現場での運用では、便座に設置する手すりやポータブルトイレ等に機能を付
加して下衣操作を支援することを想定。設置スペースやズボンに装着するクリッ
プの着脱操作を考慮すると一定の空間を有すユニバーサルトイレのような環境
での運用を提案する。 

・ 今後、在宅トイレ環境など狭小スペースでの使用を具体的に検討していく。 

①ビデオ通信システム：車内用、運転者用及び施設管理者用の各デバイスに、ビデオ
通話アプリをインストールし、SIM や Wi-Fi の通信環境を整備。発信用の IoT ボタン
やスマートスピーカー、また後部座席のモニターはオプションとする。デバイスを固
定するホルダーは利用者が準備する。 
②人感センサー及びバイタルセンサー：センサー通信は、車載用 Wi-Fi機器もしくは
車内用の SIM 入りデバイスのデザリング接続で行う。電源の確保が必須であり、バイ
ルバッテリーの利用を推奨する。 
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協議会名 佐賀県協議会 鹿児島県協議会 

提案タイトル ストーマ容量及び漏れの早期通知による当事者及び介護者への支援ロボット センシングとビデオ通話を利活用した在宅高齢者の自立支援と介護業務支援

解決すべき 
課題 

■対象者
ストーマ利用者と介護者（支援者）

■利用場面
・ 排泄支援／その他（看護業務支援）
・ 場所：施設、在宅
■具体的な課題
・ オストメイトは定期的な便出しが必要だが、便だし作業を忘れたり、水様便や排

ガスが多いとパウチ内圧が高まることで、便が漏れることがある。
・ 夜間の便漏れに伴う緊急訪問看護等の介護職員の身体的負担増、パウチの自己負

担の増、皮膚トラブル、自尊心や QOLの低下など被介護者の身体的、心理的負担
増。

■対象者
・ 被介護者：独居や日中独居、高齢夫婦世帯で支援や見守りを要する高齢者
・ 介護者(家族、専門職、介護福祉士他)
■利用場面
・ 見守り・コミュニケーション／介護業務支援
■具体的な課題
・ 介護者：感染症流行や災害発生時に、タイムリーな訪問や被介護者の情報の把握

が困難。
・ 被介護者(在宅高齢者)：訪問、通所等の中断により従来の自立生活継続困難。ま

た対面交流や外出機会などの減少による社会的孤立

プロトタイプ 
概要 

■プロトタイプ機能
・ ストーマパウチ内に便が一定量貯留したことをセンサーが検知し、Bluetoothを

利用してスマートフォンへアラートを発生させる。
・ 利用者へのアラートと同時に支援者にも通知を送る。
■ロボット導入による効果
・ ストーマパウチの異変を事前察知できるため、便漏れのトラブルの防止
・ 便漏れが生じる前にスタッフが便出し作業を行えることで、衣服汚染による清拭

や着替えなどの介護負担が軽減

■プロトタイプ機能
・ 居室にドップラセンサー等複数センサーを設置し、身体状態や生活状況のデータ

を収集、記録、分析。
・ ビデオ通話機能で介護者とのコミュニケーションも可能。異常時にアラート発

報。
■ロボット導入による効果
・ 被介護者のフレイル、肥満、るい痩等の健康状態の把握、認知症の予防・改善、

社会的孤立防止等
・ 介護者の身体的・精神的負担の軽減、時間的資源の節約、安心感の提供

プロトタイプ 
イメージ

介護現場での
運用提案 

・ 導入にあたっては、通知システムの操作、通知タイミングについて、使い方説明
会、介護ロボット全般のリテラシー向上が必要。

・ なお、現在製作中のストレッチセンサー、ニオイセンサーは、試作機でありすぐ
に介護現場へ導入することはできない。今後は、利用場面を想定した検証とオス
トメイト当事者による検証が必要。

・ 在宅高齢者の特徴や潜在リスクとセンサーの組み合わせや配置に関するノウハ
ウをパッケージ化して、介護現場に導入する必要がある。

・ データの保存環境の整備が必要。蓄積した情報を集約し、情報の関連性や規則性
を分析するための BI（Business Intelligence）ツールが必要。
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(２) ニーズ・シーズ連携協調協議会の最終提案  

 ニーズ・シーズ連携協調協議会の最終提案（12協議会分一式）については、巻末に掲載。 

 

４. まとめ 

(１) 推進委員長総括 

 

『ニーズ・シーズ連携協調協議会の取り組みを振り返って』 

 

諏訪 基（国立障害者リハビリテーションセンター研究所 顧問） 

 

「ニーズ・シーズ連携協調協議会」事業は、「介護ロボットの開発・普及の促進」の一環

として、「介護ロボット等について開発すべきテーマや具体的な機能などを提案」するとい

う目標設定の下で 2018年度から３年にわたって実施され、令和２年度で一つの区切りを迎

えることになっている。この事業を通して得られた成果の本質は、技術革新を高齢者の自立

支援の促進と質の高い介護の実現につなげる戦略を練る糸口を掴むための社会実験でもあ

ったと筆者は考えている。 

我が国は、高齢社会対策大綱で掲げている“全ての世代が満ち足りた人生を送ることので

きる環境”の実現を目指すなかで、急速に進行しつつある高齢化により、介護人材不足とい

う課題が大きく立ちはだかろうとしている。従って、技術革新によって、高齢者の良質な生

活の確保と、介護負担の軽減という二つの命題を解くことが求められてきている。 

「ニーズ・シーズ連携協調協議会」事業では、協議会の中に工学系の専門家並びに開発企

業と介護現場の専門職が協議し現場のニーズを反映した開発提案を実際に行ったことに特

徴がある。特に、事業規模の観点からも、初年度には、協議会が 50、協議会参加者は総計

800余名が参加、ニーズとシーズのマッチングを図る手順を体験しつつ、介護ロボット等の

提案に参加した経験者の増加が、今後、利活用の普及においても、力になるものと期待され

ている。 

同時に、プロジェクト・コーディネータ（PC）の配置と PC間の連携体制の整備より、マ

ッチングの橋渡しを行う中で、この分野の今後の課題と解決戦略等を PCの間で共有する機

会となり、コーディネーションのスキル向上が図られてきた。これを契機に、PC の連携体

制が継続されることに期待したい。 

令和２年度の成果報告書を、３年間の事業の集大成と思って改めて読んでみた。当初の目

標である「介護ロボット等について開発すべきテーマや具体的な機能などの提案」の中に、

「技術革新を高齢者の自立支援の促進と質の高い介護の実現につなげる戦略を練る糸口」

が見えている。 

介護の支援機器には、例えば介護ベッド、介護用車いすなど、汎用の機器として既に現場で

の活用が進んでいるものも多くある。今後は、高齢社会対策大綱で掲げている目標の実現を
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目指すなかで、今まで手つかずに置かれていた個別性の高いニーズをも視野に入れた支援

機器の開発が求められると考えられる。 

このようにニーズは多様性への要求が一層高まることを想定しつつ、開発と利活用の戦

略を考えなければならない。技術的な観点からは、多様なニーズに応えるために多様な機器

を開発するか、多様なニーズに対応可能な機器を開発する必要があることになる。前者は 

“オーファンテクノロジー”と呼ばれるもので、障害者支援のための機器開発では市場性

よりニーズに応えることを優先する価値観に支えられて開発が行われている。後者は一般

的に“ソフトウエア”により実現することになる。“介護ロボット”の概念は、本来このソ

フトウエアによって多様なニーズに応える仕掛けを有する介護機器を指すものであり、必

ずしも介護の “自動化”や“省力化”を意味するものでない。 

成果報告で提案された具体的な機能には、“ソフトウエア”関連のものが多くあり、同時

に“オーファンテクノロジー”も散見される。このような提案を実現するための開発助成制

度の整備と利活用促進方策の検討並びに介護現場の環境整備が次に取り組むべき課題とし

て見えてきたのではないだろうか。 

末筆になりますが、本事業の取り組みに御協力頂きました関係者の方々全てに心からの

謝意を述べます。 
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